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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第63期

第2四半期連結
累計期間

第64期
第2四半期連結
累計期間

第63期

会計期間

自平成22年
　4月1日

至平成22年
　9月30日

自平成23年
　4月1日

至平成23年
　9月30日

自平成22年
　4月1日

至平成23年
　3月31日

売上高（百万円） 2,044 1,833 3,948

経常利益（百万円） 164 16 229

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円）
74 △9 112

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
40 △69 60

純資産額（百万円） 5,731 5,620 5,750

総資産額（百万円） 6,783 6,741 6,754

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

18.74 △2.32 28.15

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 84.5 83.4 85.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
604 205 392

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,021 △672 △882

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△59 △60 △59

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
1,136 552 1,065

　

回次
第63期

第2四半期連結
会計期間

第64期
第2四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
　7月1日

至平成22年
　9月30日

自平成23年
　7月1日

至平成23年
　9月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
5.39 7.39

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　２．第63期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　　　　３. 第63期第２四半期連結累計期間及び第63期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　　　４. 第64期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

  

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により大きく落ち込みましたが、サプラ

イチェーンの復旧に伴い持ち直してきました。しかしながら円高の長期化や株価の低迷、雇用環境の悪化など依

然として、景気の先行きは不透明な状況で推移しました。

　このような状況の中、当第２四半期連結累計期間の売上高は、1,833百万円（前年同四半期比10.4％減）となり

ました。

　利益面につきましては、自動車部品製造事業の売上減が主な要因となり、営業利益は14百万円（前年同四半期比

91.0％減）、経常利益は16百万円（前年同四半期比89.9％減）、四半期純損失は９百万円（前年同期は四半期純

利益74百万円）となりました。

  セグメントの業績は、次のとおりであります。　

（自動車部品製造事業）

  新規取引先増加へのアプローチを含めた幅広い営業活動を展開してまいりましたが、全体的には四輪部品の受

注が前年同期と比較して減少し、売上高は1,304百万円（前年同四半期比13.0％減）となりました。

  営業利益は75百万円（前年同四半期比46.2％減）となりました。

（工作機械製造事業）

  ロータリーフライス等の受注が減少し、売上高は528百万円（前年同四半期比3.2％減）となりました。

　営業損失は61百万円（前年同期は営業利益17百万円）となりました。

 

（2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は現金及び預金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比

べ12百万円減少し、6,741百万円となりました。　 

  負債につきましては、買掛金等が増加したため117百万円増加し1,120百万円となりました。　

  純資産は配当金の支払などにより5,620百万円となり、前連結会計年度末に比べ129百万円減少しました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、552百万円となっております。

　

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは205百万円の獲得（前年同四半期は

604百万円の獲得）となりました。これは主に減価償却費175百万円と仕入債務の増加123百万円等によるもので

あります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは672百万円の使用（前年同四半期は1,021百万円の使用）となりました。

これは主に譲渡性預金預入支出による1,100百万円等であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは60百万円の使用（前年同四半期は59百万円の使用）となりました。これ

は配当金の支払によるものであります。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　１．取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

　　　コンプライアンス担当の取締役の指揮・監督のもと、全社横断的なコンプライアンス体制を確立する。

　　　コンプライアンス活動を充実させ、法令遵守の徹底、及び企業倫理の向上を図る。

　２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

      社内規定に基づき、法令上保存が義務付けられている文書及び重要な会議の、議事録、稟議書、契約書等

　　を書面または電磁的媒体に記録し、保存する。

  ３．損失の危険の管理に関する規定その他の体制

　　　事業推進に伴うリスクの管理については担当部署を決め、規則、ガイドラインの制定、研修の実施等を行

　　う。

      新たに生じたリスクへの対応が必要な場合は取締役会に報告し、責任者を決定し、速やかに対応する。　

  ４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　　　取締役、使用人が共有する全社的な目標及び効率的達成の方法を取締役会が定め、達成に努める。取締役

　　会は結果をレビューし、阻害要因の、排除、低減などの改善策、施策を講じ、目標達成の確度を高める。

　５．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

　　　セグメント別の事業に関して責任を負う取締役を決め、法令遵守体制、リスク管理体制を構築する。

　６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する体制ならびに

　　その使用人の取締役からの独立性に関する事項

　　　監査役は社員に、監査業務に必要な事項を命令することができるものとし、監査役より監査業務に必要な

　　命令を受けた社員は、その命令に関して取締役の指揮命令を受けないものとする。

　７．取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制

　　　監査役に対して、法定の事項に加え、当社に重大な影響を及ぼす事項及び監査役からの要請事項が速やか

　　に報告できる体制を整備する。

　８．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　　　監査役は監査業務を円滑に進める為、取締役会、全社会議、各部生産会議に出席する。

　９．反社会的勢力排除に向けた基本方針

　　　当社は、反社会的勢力に対して、毅然とした態度で臨み、一切関係を持たないことを基本方針とする。

　　　また、必要に応じ、警察当局、顧問弁護士などの外部専門機関とも連携を取り、体制の強化を図る。

１０．財務報告の信頼性を確保するための体制

　　　当社は、金融商品取引法の定めに従い、健全な内部統制環境の保持に努め、有効かつ正当な評価ができる

　　よう内部統制システムを構築し、適正な運用に努めることにより、財務報告の信頼性と適正性を確保する。

　

（5）研究開発活動　

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、３百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,000,000 4,000,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

　　単元株式数

　　　100株

計 4,000,000 4,000,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
― 4,000,000― 200,700― 25,563
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

桜井興産株式会社 浜松市中区新津町130 920 23.00

櫻井　三千子 浜松市中区 335 8.37

丸山　明子 東京都台東区 294 7.34

桜井取引先持株会 浜松市東区半田町720 212 5.31

櫻井　美枝子 浜松市中区 192 4.81

株式会社不二 浜松市中区神田町1179 170 4.26

桜井製作所従業員持株会 浜松市東区半田町720 165 4.12

前田　順子 東京都千代田区 120 3.02

柴田　義文 浜松市中区 87 2.18

浅田　秀樹 大阪府藤井寺市 56 1.42

計 － 2,553 63.83

　　　（注）櫻井三千子氏（平成18年１月逝去）の所有株式は、相続手続中のため、平成23年９月30日現在名義書換未了であ

ります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

 

完全議決権株式（自己株式等）

 

（自己保有株式）

普通株式　　　　900

 

－　

 

 

－　

 

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,998,700 39,987 －

単元未満株式 普通株式　　　　400 － －

発行済株式総数 　　　　　4,000,000 － －

総株主の議決権 － 39,987 －

（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式34株が含まれております。　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社桜井製作所 浜松市東区半田町720 900 　─ 900 0.02

計 － 900 　─ 900 0.02
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,141,124 952,145

受取手形及び売掛金 782,104 763,684

有価証券 887,000 1,100,000

製品 50,544 26,215

仕掛品 434,202 549,153

原材料 35,747 51,308

繰延税金資産 8,548 31,906

その他 7,037 7,936

貸倒引当金 △844 △924

流動資産合計 3,345,464 3,481,425

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 678,722 651,448

機械装置及び運搬具（純額） 922,777 901,525

土地 638,912 638,912

その他（純額） 32,262 40,955

有形固定資産合計 2,272,674 2,232,841

無形固定資産 16,589 14,916

投資その他の資産 1,119,425 1,012,156

固定資産合計 3,408,690 3,259,915

資産合計 6,754,154 6,741,340
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 158,051 281,617

未払法人税等 68,095 47,841

賞与引当金 － 55,830

役員賞与引当金 6,000 2,000

その他 251,600 273,984

流動負債合計 483,747 661,274

固定負債

退職給付引当金 291,669 279,872

役員退職慰労引当金 18,180 18,180

資産除去債務 24,313 25,203

その他 185,846 136,265

固定負債合計 520,010 459,522

負債合計 1,003,757 1,120,796

純資産の部

株主資本

資本金 200,700 200,700

資本剰余金 25,563 25,563

利益剰余金 5,527,174 5,457,911

自己株式 △771 △771

株主資本合計 5,752,666 5,683,404

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 147,322 89,199

為替換算調整勘定 △149,592 △152,059

その他の包括利益累計額合計 △2,269 △62,860

純資産合計 5,750,396 5,620,544

負債純資産合計 6,754,154 6,741,340
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 2,044,979 1,833,186

売上原価 1,612,356 1,543,066

売上総利益 432,623 290,120

販売費及び一般管理費 ※
 274,524

※
 275,882

営業利益 158,098 14,238

営業外収益

受取利息 2,417 3,295

受取配当金 2,950 3,560

受取賃貸料 25,098 26,992

助成金収入 － 2,178

雑収入 2,170 1,025

営業外収益合計 32,637 37,052

営業外費用

支払利息 1,825 341

賃貸収入原価 8,489 8,350

為替差損 15,672 25,937

営業外費用合計 25,986 34,628

経常利益 164,749 16,661

特別利益

固定資産売却益 77 31

貸倒引当金戻入額 804 －

特別利益合計 881 31

特別損失

固定資産売却損 － 113

固定資産廃棄損 1,864 721

環境対策費 1,232 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,357 －

特別損失合計 19,454 835

税金等調整前四半期純利益 146,177 15,858

法人税、住民税及び事業税 103,700 43,400

法人税等調整額 △32,476 △18,264

法人税等合計 71,223 25,135

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

74,953 △9,276

四半期純利益又は四半期純損失（△） 74,953 △9,276
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

74,953 △9,276

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28,786 △58,122

為替換算調整勘定 △5,386 △2,467

その他の包括利益合計 △34,172 △60,590

四半期包括利益 40,780 △69,866

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 40,780 △69,866
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 146,177 15,858

減価償却費 153,825 175,505

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,655 △11,797

賞与引当金の増減額（△は減少） 52,338 55,830

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,470 △4,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △630 80

受取利息及び受取配当金 △5,368 △6,855

支払利息 1,825 341

有形固定資産廃棄損 1,864 721

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,357 －

有形固定資産売却損益（△は益） △77 81

売上債権の増減額（△は増加） 308,464 109,363

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,009 △106,657

仕入債務の増減額（△は減少） △27,862 123,789

未払又は未収消費税等の増減額 △13,641 17,457

その他 4,156 △109,889

小計 627,603 259,829

利息及び配当金の受取額 5,368 6,855

利息の支払額 △1,825 △341

法人税等の支払額 △26,265 △60,497

営業活動によるキャッシュ・フロー 604,881 205,846

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,000 △400,000

定期預金の払戻による収入 406,000 813,000

譲渡性預金の預入による支出 △1,387,000 △1,100,000

譲渡性預金の払戻による収入 － 150,000

貸付金の回収による収入 145 30

有形固定資産の取得による支出 △41,721 △147,743

有形固定資産の売却による収入 698 2,777

投資有価証券の取得による支出 △3,471 △4,107

無形固定資産の取得による支出 △2,992 －

その他 12,861 13,262

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,021,480 △672,781

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △59,782 △60,140

財務活動によるキャッシュ・フロー △59,782 △60,140

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,849 14,095

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △463,531 △512,979

現金及び現金同等物の期首残高 1,600,351 1,065,124

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,136,820

※
 552,145
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（退職給付引当金）

　当社は、平成23年４月１日に適格退職年金制度から確定給付企業年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関す

る会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

　なお、本移行による損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　　 

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

給与及び手当 73,470千円 72,545千円

荷造運搬費 39,408 38,434

賞与引当金繰入額 5,868 11,997

役員賞与引当金繰入額 1,500 2,000

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

　　であります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

現金及び預金 1,149,820千円 952,145千円

有価証券 1,387,000 1,100,000

預入期間が３か月を超える定期預金 △13,000 △400,000

預入期間が３か月を超える譲渡性預金 △1,387,000 △1,100,000

現金及び現金同等物 1,136,820 552,145
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月16日

定時株主総会
普通株式 59,987 15 平成22年３月31日平成22年６月17日利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

　該当事項はありません。　

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月16日

定時株主総会
普通株式 59,985 15 平成23年３月31日平成23年６月17日利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　 至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額

自動車部品製造
事業

工作機械製造
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,498,779546,1992,044,979 ─ 2,044,979

セグメント間の内部売上高

又は振替高
905 9,346 10,252 △10,252 ─

計 1,499,685555,5452,055,231△10,2522,044,979

セグメント利益 140,300 17,797 158,098 ─ 158,098

（注）セグメント利益と四半期連結損益計算書の営業利益に差異はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　 至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額

自動車部品製造
事業

工作機械製造
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,304,289528,8971,833,186 ─　 1,833,186

セグメント間の内部売上高

又は振替高
─ 1,895 1,895 △1,895 ─　

計 1,304,289530,7921,835,081△1,895 1,833,186

セグメント利益又は損失

（△）
75,439 △61,200 14,238 ─　 14,238

（注）セグメント利益又は損失（△）と四半期連結損益計算書の営業利益に差異はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
18円74銭 △2円32銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
74,953 △9,276

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
74,953 △9,276

普通株式の期中平均株式数（株） 3,999,145 3,999,066

（注）１． 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　　　２． 当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

株式会社桜井製作所

取締役会　御中

有 限 責 任  あ ず さ 監 査 法 人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐  藤  孝

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　英喜

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社桜井製作所

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社桜井製作所及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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